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全３回

様々な専門分野の先生方から、異なる視点で動物についてお話いただきます
研究を通じて見える世界はどのようなものでしょうか？ぜひ一緒に学びましょう！

参加者には千葉市動物公園オリジナル動物カードをプレゼント！

＜全日程共通＞
※受付開始は13：20から

詳細はHPにて！

時間：１３：３０〜１４：００

場所：動物科学館１階レクチャールーム
席数：１5０

① 2023年 9月 23日 (土）
兵(つわもの)と動物たち―軍記物語の世界から―

講師 千葉大学文学部日本・ユーラシア文化コース
准教授 久保勇先生

② 2023年 10月 21日 (土）

動物の心を研究する

講師 千葉大学文学部行動科学コース
准教授 渡辺安里依 先生

③ 2023年 11月 19日 (日）

動物と物語－グリム童話に見る人間と動物の関係－

講師 千葉大学文学部国際言語文化学コース
助教 髙田 梓 先生

日本文学

動物心理学

ドイツ文学

千葉大学文学部

ヒトとヒト以外の動物の認知能力に違いはあるの？
そもそも動物には心があるの？
これらの疑問を動物心理学の視点から，これまでの研究結果とともに，
解説します。言語を使わない動物を対象とした心理実験の方法や，動物の
認知能力を調べることの意義なども紹介します。

軍記物語には、兵(つわもの)とともに闘った〈馬〉をはじめとして、
多くの動物たちが登場します。ときに動物たちは戦場の勝敗をも左右した
存在として描かれています。それらの記事から、当時の人々の動物への知識や
観察眼を読み取ることができます。

ドイツ各地の物語を集めたと言われるグリム童話には、西洋の物語に典型的な動物観と
そこから外れた動物の姿が共存しています。なかでも、動物と人間が交流する物語からは、
当時の人間中心主義に反する思想が読み取れます。今回の講演では、グリム童話における
人間と動物の関係を、皆さんと考えてみたいと思います。

国立国会図書館デジタルコレクションより


